
　

２
０
１
９
年
10
月
か
ら
消
費

税
率
が
10
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。
２
０
２
２
年
、
団
塊

の
世
代
が
後
期
高
齢
者
に
加
わ

り
ま
す
。
年
金
、
医
療
、
介
護

等
の
各
制
度
は
ど
う
な
っ
て
い

く
の
か
が
気
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
７
月
、
金
融
庁
審
議
会

が
「
老
後
の
生
活
費
２
千
万
円

不
足
」と
い
う
報
告
書
を
出
し
、

国
民
の
関
心
を
集
め
ま
し
た
。

年
金
の
財
政
検
証
（
５
年
ご
と

に
実
施
す
る
が
、
今
回
は
８
月

に
公
表
。
以
下
、
検
証
）
を
読

み
込
む
と
今
後
の
年
金
水
準
が

見
え
て
き
ま
す
。

　

年
金
は
今
後
、
い
く
ら
受
給

で
き
る
の
か
。
政
府
が
示
し
て

い
る
モ
デ
ル
世
帯
で
み
る
と
、

公
的
年
金
の
受
給
額
は
夫
婦
22

万
円
だ
と
い
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
実
際
は
国
民
年
金
だ
け

の
場
合
、
平
均
受
給
額
は
約
５

万
円
、
う
ち
、
４
万
円
未
満
は

約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
が
現
実
で
す
。
具
体
的

な
年
金
水
準
は
検
証
に
よ
る
と

　
経
済
の
好
調
・
不
振
の
６
モ
デ

ル
で
見
通
し
て
お
り
、
現
役
世

代
の
平
均
手
取
り
収
入
に
対
す

る
モ
デ
ル
世
帯
の
年
金
額
の
割

合
（
所
得
代
替
率
）
を
中
央
値

の
モ
デ
ル
で
見
る
と
50
・
８
％

に
な
っ
て
い
ま
す
。
経
済
が
不

振
で
あ
れ
ば
36
〜
38
％
程
度
ま

で
下
が
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
こ

に
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

と
い
う
物
価
や
賃
金
よ
り
も
年

金
水
準
を
下
げ
る
仕
組
み
が
加

わ
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
今

後
の
年
金
水
準
の
方
向
は
上
が

る
要
素
が
な
く
、
ど
こ
ま
で
下

が
る
か
が
焦
点
に
な
っ
て
い
る

か
が
わ
か
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
年
金
水
準
を
上
げ
る

た
め
に
、
政
府
が
試
算
し
て
い

る
こ
と
は
何
か
。
例
え
ば
、
国

民
年
金
の
保
険
料
納
付
期
間
の

上
限
を
今
の
40
年
か
ら
45
年
に

す
る
。
あ
る
い
は
、
厚
生
年
金

の
受
給
開
始
年
齢
を
繰
り
下
げ

て
65
歳
か
ら
75
歳
に
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
パ
ー
ト
の
厚
生

年
金
拡
大
を
図
る
等
が
試
算
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
老
後
の
生
活
費
２
千
万
円

不
足
」
が
現
実
味
を
持
ち
始
め

て
い
る
中
で
、
政
府
は
、
飴
と

し
て
、
働
い
て
一
定
の
収
入
が

あ
れ
ば
厚
生
年
金
を
カ
ッ
ト
す

る
「
在
職
老
齢
年
金
制
度
」
を

見
直
す
と
い
っ
て
い
ま
す
。
今

後
の
方
向
は
、
70
歳
を
超
え
て

も
就
労
を
前
提
と
す
る
「
自
助

モ
デ
ル
」
が
政
策
の
基
調
と
な

り
、
年
金
納
付
期
間
の
延
長
や

受
給
額
の
調
整
を
図
る
方
向
に

動
い
て
い
ま
す
。

　

医
療
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

一
般
的
に
は
、
医
療
機
関
で
支

払
う
自
己
負
担
は
10
％
か
ら

20
％
に
、
外
来
受
診
料
の
自
己

負
担
化
が
論
点
に
な
っ
て
い
ま

す
。
介
護
保
険
は
利
用
者
負
担

が
10
％
か
ら
20
％
に
、
軽
度
者

を
介
護
保
険
か
ら
外
す
こ
と
等

が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
時
代
、
ま
ず
自
ら
の
年

金
が
い
く
ら
に
な
る
の
か
。
家

族
の
年
金
は
ど
う
か
。
お
互
い

に
調
べ
て
み
ま
せ
ん
か
。
今
後

の
医
療
、
介
護
の
在
り
方
を
話

し
合
う
場
と
機
会
を
作
り
た
い

も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
大
友
信
勝

（
社
会
福
祉
法
人

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
福
祉
振
興
会
理
事
長
・

　
　
聖
隷
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
大
学

　
　
　
　
　
　
　
　
大
学
院
教
授
）

年
金
検
証

社
会
福
祉

社
会
保
障

は
、
い
ま

19

短歌
　　　　俳句
　　漫俳
　　　　　川柳

・
父
を
見
に
行
く
秋
雨
の
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

・
こ
お
ろ
ぎ
の
細
き
音
色
に
誘
わ
れ
て

　
　

仰
ぐ
夕
月
ま
た
た
く
よ
う
な

・
ほ
ゝ
ず
き
を
真
剣
の
友
と
し
種
子
を
出
す

・
倒
れ
て
も
耐
え
て
尚
起
つ
秋
桜

・
愚
痴
な
ど
は
言
っ
て
な
ら
ぬ
と
自
己
を
責
め

　
　

猫
に
話
し
て
ひ
と
と
き
楽
の
し

・
虫
の
コ
ー
ラ
ス
夢
路
へ
誘
う
秋
の
夜
長
の

　
　

月
明
か
り

・
神
無
月
落
葉
つ
ま
れ
し
焚
火
恋
し

今
井
康
子

と
く
よ

宮
豆

千
枝

秀
子

柳
子

い
ね
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